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ARIDA広報ありだ

で
き
て
い
ま
す
か
？

　
　
　

風
水
害
の
備
え



知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
防
災
豆
知
識
」

ま
ず
は
情
報
収
集

台
風
や
豪
雨
の
発
生
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
気
象
情
報
な
ど
か
ら
、
事
前
に

あ
る
程
度
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日

頃
か
ら
気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
習
慣
を
つ

け
、
暴
風
雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
早
め
の

対
応
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
過
去
の
例
な
ど
か
ら
、「
自
宅
周
辺

が
風
水
害
を
受
け
や
す
い
地
域
か
ど
う
か
」

「
危
険
な
場
所
は
ど
こ
な
の
か
・
・
・
」
と
い
っ

た
情
報
を
集
め
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

日
頃
か
ら
で
き
る
備
え
を

台
風
や
豪
雨
に
よ
る
被
害
状
況
は
、
建
物

の
状
態
や
立
地
条
件
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
建
物
の
破
損
・
老
朽
化
し
て
い
る
部
分

を
補
修
し
、
風
雨
で
飛
ば
さ
れ
た
り
流
さ
れ
た

り
し
そ
う
な
屋や

根ね

瓦が
わ
ら

や
設
置
物
を
し
っ
か
り

固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

土
地
が
低
い
場
合
や
、
地
下
室
・
地
下
駐
車

場
が
あ
る
場
合
は
、
浸
水
に
備
え
て
土
の
う
や

止
水
板
を
用
意
し
て
お
く
な
ど
、
各
家
庭
で
必

要
な
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備
も
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

近
年
、
全
国
各
地
で
局
地
的
な
豪
雨
が
頻
発

し
て
い
ま
す
。

有
田
市
に
お
い
て
も
、
台
風
や
豪
雨
に
よ
る

河
川
の
氾
濫
や
道
路
の
冠
水
、
家
屋
の
床
上
・

床
下
浸
水
と
い
っ
た
被
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発

生
し
て
い
ま
す
。

台
風
や
集
中
豪
雨
が
多
く
な
る
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
、
風
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
に
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

災
害
発
生
時
、
公
的
機
関
は
迅
速
に
個
別

対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
各
家
庭
に

お
い
て
備
え
が
で
き
て
い
る
か
、
み
ず
か
ら
初

期
対
応
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
、
被
害
状
況
に

大
き
な
差
が
う
ま
れ
ま
す
。

日
頃
か
ら
で
き
る
風
水
害
対
策
に
つ
い
て
、

あ
ら
た
め
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

で
き
て
い
ま
す
か
？

　
　
　

風
水
害
の
備
え

平成25年９月の豪雨よる有田市野の高山川氾濫の様子

風
雨
が
強
ま
っ
て
き
た
ら

暴
風
雨
の
中
、
む
や
み
に
外
出
す
る
こ
と
は

禁
物
で
す
。
周
辺
や
田
畑
の
見
回
り
、
堤
防
や

海
辺
の
様
子
を
見
に
出
か
け
る
と
、
事
故
に
あ

う
お
そ
れ
が
あ
り
危
険
で
す
の
で
、
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。
避
難
行
動
を
と
る
際
に
も
十
分

な
安
全
確
保
が
必
要
で
す
。 

●
避
難
情
報
の
３
つ
の
段
階

１ 

避
難
準
備
情
報
（
要
支
援
者
避
難
）

人
的
被
害
発
生
の
危
険
性
あ
り

避
難
に
時
間
の
か
か
る
人
は
避
難

通
常
避
難
が
で
き
る
人
は
避
難
準
備

2 

避
難
勧
告

人
的
被
害
発
生
の
危
険
性
大

指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
へ
避
難
を
開
始

3 

避
難
指
示

人
的
被
害
発
生
の
危
険
性
大

ま
た
は
人
的
被
害
が
発
生
し
た
状
態

指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
へ
す
ぐ
に
避
難

●
命
を
守
る
最
低
限
の
行
動

水
平
避
難
と
垂
直
避
難

遠
く
の
避
難
所
へ
避
難
（
水
平
避
難
）

す
る
余
裕
が
な
い
と
き
は
、
近
く
の
高
い

建
物
や
自
宅
の
２
階
と
い
っ
た
高
い
場
所

へ
の
移
動
（
垂
直
避
難
）
を
行
い
、
救
助

を
待
つ
と
い
う
判
断
も
必
要
で
す
。

防
災
意
識
向
上
と
、防
災
知
識
の
普
及
を

目
的
と
し
て
、防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
国
崎
氏
を
講
師
に

招
き
、女
性
視
点
・
生
活
者
視
点
か
ら
の「
防

災
対
策
」に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
／
９
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

※
入
場
無
料
（
事
前
申
込
制
）

申
込
方
法
／
防
災
安
全
課
ま
で
電
話
に
て
申
込

問　

防
災
安
全
課
（
内
線
２
１
８
）

　

 

講
師　

国く
に

崎ざ
き

信の
ぶ

江え

横
浜
市
生
ま
れ　

危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

危
機
管
理
教
育
研
究
所
代
表

生
活
者
の
視
点
で
防
災
・
防
犯
・
事
故
防

止
対
策
を
提
唱
し
て
い
る

防災
講演会

「
自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」

〜 

家
族
・
地
域
で
の
備
え
〜

非常持出品
ヘルメット

懐中電灯（予備電池）

携帯ラジオ（予備電池）

非常食（乾パン・菓子など）

飲料水（ペットボトル）

緊急医療品
常備薬（きず薬・ばんそうこうなど）

貴重品（通帳・印鑑・保険証・免許証・現金）

生活用品（衣類・軍手・ライターなど）
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２
月
17
日
（
月
）
〜
３
月
14
日
（
金
）

で
８
地
区
で
行
わ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
に
お
い
て
、
参
加
い
た
だ
い
た
方

か
ら
の
ご
質
問
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

有
田
川
の
堤
防
強
化
に
よ
る
減

災
対
策
を
さ
ら
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

有
田
川
の
堤
防
強
化
や
護
岸
整

備
は
、
地
域
の
堤
防
強
化
委
員

さ
ん
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
が
常
に
和
歌

山
県
に
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
積
極
的

な
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
和
歌
山
県
知
事
の
理
解
も
得

ら
れ
、
減
災
対
策
が
進
め
ら
れ
て
き
て

い
ま
す
。
今
後
も
気
を
緩
め
ず
、
地
域

の
皆
さ
ん
方
と
一
丸
と
な
っ
て
和
歌
山

県
に
強
く
要
望
を
行
い
、
堤
防
強
化
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

ＱA

Ｑ A&

ま
ち
づ
く
り

懇
談
会

広聴コーナー
Active Arida Tooics
有田市の施策やまちの話題など…

有田市朗読ボランティアささやきが、普段の活動を皆さん
に見てもらいたいとのことで、発表会を開催しました。広
報ありだのテープ収録の様子を再現したり、観客と一体と
なった「てあそび」をするなど、ユニークにテンポ良く進
み、また、朗読では観客をその世界に引き込むなど、ささ
やきの魅力を大いに感じられた一日となりました。

心に響くささやきの声

平成25年度に実施した３歳６ヶ月児歯科健診受診者
214組中、親子揃って虫歯がなかった遠

えん

藤
ど う

麻
ま

由
ゆ

様・彰
しょう

真
ま

くん親子、楠
くす

本
も と

明
あ

由
ゆ

実
み

様・真
ま

希
き

斗
と

くん親子、瀧
たき

川
が わ

香
か

織
お り

様・姫
き ら ら

星ちゃん親子の３組が「家族でよい歯のコンクー
ル」に推薦され、有田歯科医師会長、湯浅保健所長より
表彰されました。
おめでとうございます。

  いつまでも大切にしよう！

７月６日（日）、今年で17回目となる有田川クリーン
作戦では、自治会をはじめとする45団体の方々や個人
参加の方々を合わせて約1,000人の皆さんによって約
4.5トンのごみが収集されました。これからも、このク
リーン作戦を一つの契機として、この有田市を美しく、
住みやすいまちとしてアピールできるよう皆さんのご協
力をよろしくお願いします。

みんなで有田をきれいに

情報ありだ 有田市の人口世帯数
（平成 26 年 7 月 1 日現在）

人口 30,373 人（前月比－ 41人）
男 14,429 人　女 15,944 人　世帯数 11,896 戸

職種 採用人員 受験資格
※次のいずれかに該当する方は、受験で
きません。
・日本国籍を有しない方※保育士除く
・地方公務員法第16条（欠格条項）の規
定に該当する方
採用予定日／平成 27年４月１日
試験期日／第１次試験９月 21日（日）
受付期間／８月１日（金）～ 15日（金）
　　　　　午前８時 30分～午後５時 15分
　　　　　※土・日は除きます。
募集要項、受験申込書
市役所４階総務課にて配布します。
募集要項は、市ホームページにおいて
も、ご覧いただけます。

一般事務職 ６名 昭和60年４月２日以降平成９年４月１
日までの間に生まれた方

臨床心理士 １名
昭和 50年４月２日以降に生まれ、臨床
心理士資格を有する方又は平成27年３
月末日までに資格取得見込みの方

保 健 師 １名
昭和 60年４月２日以降に生まれ、保健
師免許を有する方又は平成27年３月末
日までに免許取得見込みの方

保 育 士 ２名
昭和 50年４月２日以降に生まれ、保育
士資格を有する方又は平成27年３月末
日までに資格取得見込みの方

消 防 士 ２名 平成２年４月２日以降平成９年４月１
日までの間に生まれた方

有田市職員採用試験案内 問　総務課（内線212）

有田周辺広域圏事務組合職員採用試験案内 問　有田周辺広域圏事務組合事務局℡83-4491

職種 採用人員 受験資格

一般事務職A 1名 昭和 54年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方

一般事務職B 1名 昭和 49年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方で社会福祉主事任用資
格を取得済み又は平成 27年３月までに取得見込みの方

※他の職種との併願はできません。また、受付後の職種
変更はできません。

※次のいずれかに該当する方は、受験できません。
・日本国籍を有しない方
・地方公務員法第 16 条（欠格条項）の規定に該当する
方

採用予定日／平成 27 年４月１日
試験期日／第１次試験 10 月 19 日（日）

受付期間／８月１日（金）～ 29 日（金）
　　　　　午前８時 30分～午後５時 15分
　　　　　※土・日は除きます。
募集要項、受験申込書
市役所３階有田周辺広域圏事務組合事務局にて配布し
ます。
募集要項は、有田周辺広域圏事務組合ホームページに
おいても、ご覧いただけます。

輝く未来を
　　　共に創創

つ くつ く

ろう！ろう！

堤防強化工事の様子

広報ありだ2014.8広報ありだ2014.8 ④⑤



 

お
知
ら
せ

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
申
請
はお

早
め
に

申
請
を
し
な
い
と
辞
退
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
ま
す
の
で
、
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方

は
申
請
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
支
給
に
該
当

す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、
本
人
の
申

し
出
が
あ
れ
ば
お
答
え
で
き
ま
す
の
で
、
福

祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者
／
平
成
26
年
度
市
民
税
が
非
課

税
の
方
。
た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い

る
方
が
課
税
の
場
合
（
事
業
専
従
者
を
含

む
）
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
の
方

は
対
象
外
で
す
。

支
給
額
／
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

※
給
付
対
象
者
で
次
に
該
当
す
る
方
は
５
千

円
を
加
算

・
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
等
の
受
給
者
な
ど

・
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
等
の

受
給
者
な
ど

受
付
期
限
／
10
月
１
日
（
水
）
ま
で

受
付
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
８
月
中
の
木
曜
日
に
限
り
午
後
８
時
ま
で

受
付
場
所
／
市
役
所
３
階
第
３
会
議
室

申
請
時
に
必
要
な
も
の
／
印
鑑
（
認
印
）
、

本
人
確
認
書
類
（
給
付
対
象
者
と
思
わ

れ
る
方
全
員
分
）
、
振
込
先
の
通
帳

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）
、
委
任
状
兼
誓

約
及
び
同
意
書
（
家
族
を
代
表
し
て
申
請

す
る
場
合
等
）

な
お
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申

請
は
９
月
３
日
（
水
）
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

問　

臨
時
福
祉
給
付
金

福
祉
課
福
祉
係
（
内
線
２
８
９
）

イ
ベ
ン
ト

第
４
回
市
民
公
開
講
座

前
立
腺
が
ん
は
、
中
高
年
の
男
性
に
お

い
て
注
意
す
べ
き
病
気
の
ひ
と
つ
で
す
。
和

歌
山
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
で
前
立
腺
が

ん
な
ど
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
『
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
』
の
導
入
に
携
わ
っ
た
教
授
に
、
診
断
と

治
療
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
／
９
月
４
日
（
木
）
午
後
７
時
〜

場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料
／
無
料
（
申
込
不
要
）

定
員
／
２
０
０
名

※
定
員
を
超
え
る
と
入
場
で
き
ま
せ
ん

内
容
／
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
泌
尿
器
科
学

　

教
室
原は

ら

勲い
さ
む

教
授
に
よ
る
講
演

　

『
前
立
腺
が
ん
の
診
断
と
治
療
』

問　

市
立
病
院
℡
82

－

２
１
５
１

紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
の
取
り
組

み
と
し
て
、
県
下

一
斉
の
道
路
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
紀
州
路
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
」
を
実

施
し
ま
す
。
県
道

沓
掛
糸
我
線
及

び
熊
野
古
道
の
ご

み
・
空
き
缶
拾
い
、
除
草
等
の
清
掃
を
行
い
ま

す
。
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
当
日
、
集
合
場

所
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

日
時
／
８
月
23
日
（
土
） 

午
前
８
時
〜

集
合
場
所
／
宮
原
町
道
（
山
口
王
子
社
跡
）

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

福
祉
課
子
ど
も
係
（
内
線
３
９
４
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
届
出
は
忘
れ
ず
に

児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月
中
に
現
況

届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
印
鑑
と
証
書
を
ご
持
参
の
う
え
、
担

当
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き

が
遅
れ
ま
す
と
８
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

問　

児
童
扶
養
手
当

福
祉
課
子
ど
も
係
（
内
線
３
９
４
）

　
　

特
別
児
童
扶
養
手
当

福
祉
課
福
祉
係
（
内
線
２
８
４
）

火
災
等
の
お
問
合
せ
は

82

－

０
１
１
９
（
災
害
ダ
イ
ヤ
ル
）
へ

「
１
１
９

番
」
は
、
火
災

の
通
報
や
救

急
・
救
助
の
要

請
の
た
め
に
必

要
な
緊
急
通
報

用
の
電
話
番
号

で
す
の
で
、
そ

れ
以
外
の
お
問

合
せ
は
次
の
電

話
番
号
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

火
災
等
の
問
合
せ

有
田
市
消
防
本
部

℡
82

－

０
１
１
９　

※
音
声
案
内

医
療
機
関
照
会

有
田
市
消
防
本
部

℡
83

－

０
１
１
９

和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

℡
0
7
3

－

4
2
6

－

1
1
9
9

な
お
、
消
防
団
を
招
集
す
る
と
き
、
防
災

行
政
無
線
で
放
送
及
び
サ
イ
レ
ン
を
流
し
ま

す
。
そ
の
際
、
ご
家
庭
に
あ
る
防
災
行
政
ラ

ジ
オ
か
ら
も
流
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

水
環
境
の
改
善
に
ご
協
力
を

川
の
汚
れ
の
大
き
な
原
因
に
は
、
炊
事
、

洗
濯
、
入
浴
な
ど
の
生
活
排
水
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

生
活
排
水
が

多
く
な
り
す
ぎ

る
と
、
そ
れ
を

餌
と
す
る
微
生

物
が
大
量
に
繁

殖
し
、
水
の
中

の
酸
素
を
使
い

切
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

酸
素
が
無
く

な
る
と
、
そ

の
川
に
住
む
魚

な
ど
が
い
な
く

な
る
だ
け
で
な

く
、
窒
素
や
硫
黄
を
餌
と
す
る
微
生
物
が
繁

殖
し
て
、
周
囲
に
悪
臭
を
放
ち
ま
す
。

き
れ
い
な
川
や
そ
こ
に
住
む
生
き
物
を
守

る
た
め
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

・
食
器
に
付
い
た
油
汚
れ
な
ど
は
拭
き

取
っ
て
か
ら
洗
う
。

・
米
の
と
ぎ
汁
や
調
理
く
ず
な
ど
は
肥
料

と
し
て
利
用
す
る
。

・
洗
剤
は
適
量
を
使
用
し
、
使
い
す
ぎ
な

い
よ
う
に
す
る
。

・
お
風
呂
の
残
り
湯
は
洗
濯
な
ど
に
利
用

す
る
。

ま
た
、
廃
油
や
薬
品
類
な
ど
は
絶
対
に
川

に
流
さ
ず
、
適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

大
切
な
川
や
水
環
境
を
み
ん
な
で
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

農
地
転
用
許
可
を
受
け
た
農
地

（
田
畑
）
は
課
税
が
変
わ
り
ま
す

固
定
資
産
評
価
基
準
で
は
、
農
地
法
第
４

条
、
５
条
の
規
定
に
よ
り
転
用
許
可
を
受
け

た
土
地
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
耕
作
さ
れ
て

い
る
場
合
で
も
、
宅
地
等
と
し
て
の
価
値
を

有
し
て
お
り
、
宅
地
並
み
の
課
税
を
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
土
地
の
課
税
地

目
を
「
介
在
田
」
「
介
在
畑
」
と
し
、
宅
地

比
準
の
２
割
評
価
と
し
ま
す
。

問　

税
務
課
（
内
線
２
５
８
）

N
O
S
A
I
和
歌
山
中
部

園
芸
施
設
共
済
に
つ
い
て

自
然
災
害
な
ど
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
・
ガ

ラ
ス
室
等
の
施
設
が
被
害
を
受
け
た
と
き
、

損
害
を
補ほ

填て
ん

し
、
農
家
の
経
営
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
の
負
担
を
軽
く
す
る
た

め
、
掛
金
の
半
分
を
国
が
負
担
し
て
い
ま

す
。

問　

和
歌
山
中
部
農
業
共
済
組
合

℡
63

－

５
１
２
１

糸
我
町
中
番
（
新
沖
池
）

※
ど
ち
ら
か
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

区
間
／
宮
原
町
道
（
夕
暮
れ
橋
）
〜

宮
原
町
畑
（
爪
書
地
蔵
）
間

糸
我
町
中
番
（
糸
我
峠
茶
屋
跡
付
近
及
び

糸
我
王
子
社
跡
）

※
小
雨
決
行
、
荒
天
時
翌
日
に
延
期

問　

建
設
課
（
内
線
３
３
８
）

『
見
て
、
作
っ
て
、
学
ぼ
う
』

勾ま
が

玉た
ま

作
り
体
験

夏
休
み
に
体

験
学
習
の
一
環
と

し
て
勾ま

が

玉た
ま

作
り
を

行
い
ま
す
。
素
敵

な
宝
物
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
な
る

か
な
？
親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

期
間
／
８
月
１
日
（
金
）
〜
31
日
（
日
）

時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

材
料
費
／
２
０
０
円

※
火
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

※
当
日
申
込
も
受
付
け
ま
す
。

申
・
問　

郷
土
資
料
館
℡
82

－

３
２
２
１

募　
　

集

平
成
27
年
成
人
式
司
会
者
・

新
成
人
誓
い
の
言
葉
発
表
者
の
募
集

平
成
27
年
成
人
式
を
開
催
す
る
こ
と
に

伴
い
、
成
人
式
対
象
者

の
中
か
ら
「
司
会
者
」

及
び
「
新
成
人
誓
い
の

言
葉
発
表
者
」
を
募
集

し
ま
す
。

新
成
人
の
代
表
と

し
て
、
思
い
出
に
残
る

成
人
式
に
し
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数
／
司
会
者
：
男
女
各
１
名

誓
い
の
言
葉
発
表
者
：
男
女
各
１
名

申
込
締
切
／
８
月
29
日
（
金
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
し
ま
す

申
込
方
法
／
生
涯
学
習
課
ま
で
電
話
で
申
込

平
成
27
年
成
人
式

日
程
／
平
成
27
年
１
月
11
日
（
日
）

場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
／
平
成
６
年
４
月
２
日
〜

平
成
７
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

問　

生
涯
学
習
課
（
内
線
２
９
７
）

親
子
体
験
教
室

日
時
／
10
月
13
日
（
月
・
祝
）

出
発
／
午
前
８
時
市
役
所
前

帰
着
／
午
後
５
時
40
分
予
定

行
き
先
／
東
大
寺
大
仏
殿
・
平
宗
本
社
工
場

（
奈
良
県
）

内
容
／
東
大
寺
大
仏
殿
拝
観
、
柿
の
葉
ず
し

製
造
体
験

参
加
者
／
市
内
在
住
在
勤
在
学
の
方

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

参
加
費

子
ど
も
（
中
学
生
以
下
） …
…
２
，
０
０
０
円

大
人
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
，
０
０
０
円

※
拝
観
料
・
体
験
料
・
バ
ス
代
・
保
険
料
な

ど
含
み
ま
す
。

※
昼
食
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

定
員
／
40
名

申
込
期
間
／
９
月
９
日（
火
）〜
19
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
は
除
く

※
参
加
費
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

※
電
話
で
の
申
込
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

主
催
／
有
田
市
教
育
委
員
会

後
援
／
有
田
市
地
域
活
動
連
絡
協
議
会

申
・
問　

生
涯
学
習
課
（
内
線
２
９
７
）

自
衛
官
募
集
説
明
会

日
時
／
８
月
２
日
（
土
）
・
30
日
（
土
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
／
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
有
田

募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町
１
０
６

－

２
）

種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生
【
18
歳
以
上
27

歳
未
満
対
象
】
②
一
般
曹
候
補
生
【
18

歳
以
上
27
歳
未
満
対
象
】
③
航
空
学
生

【
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
対
象
】

④
防
衛
大
学
校
学
生
【
高
卒
（
見
込

含
）
21
歳
未
満
対
象
】
⑤
防
衛
医
科
大

学
校
医
学
科
学
生
【
高
卒
（
見
込
含
）

21
歳
未
満
対
象
】
⑥
防
衛
医
科
大
学
校

看
護
学
科
学
生
【
高
卒
（
見
込
含
）
21

歳
未
満
対
象
】
⑦
高
等
工
科
学
校
生
徒

【
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
男
子

対
象
】

問　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　

有
田
募
集
案
内
所
℡
82

－

６
６
３
１

情報ありだ
有田市役所………… 83-1111
有田市消防本部…… 83-0119
有田市立病院……… 82-2151
有田市水道事務所… 83-2141
有田市文化福祉センター … 82-3221

有田市図書館……… 82-3220
初島公民館………… 82-4159
港町公民館………… 82-5957
箕島公民館………… 82-2276
宮崎公民館………… 83-3955

保田公民館………… 82-3168
宮原公民館………… 88-5524
糸我公民館………… 88-5500
中央地区公民館…… 82-1093

市庁舎関係
連絡先

平成25年度 人権啓発標語 入選作品 中学校の部 優しさと　おもいやりで　笑顔咲く 「大丈夫？」　勇気をだして　一言を

市
県
民
税
（
第
２
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
２
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
２
期
）

介
護
保
険
料
（
第
２
期
）

納
期
限
は
９
月
１
日
（
月
）
で
す
。

市
税
の
納
付
は

安
全
・
安
心
な
口
座
振
替
で

広報ありだ2014.8広報ありだ2014.8⑦ ⑥
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広告

募　　集 お知らせ

相　
　

談

高
齢
者
も
の
わ
す
れ
相
談
会

最
近
、
物
を
置
き
忘
れ
た
り
、
何
を
し
に

来
た
の
か
忘
れ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
心
配
だ

け
ど
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
く
の
は
ち
ょ
っ

と
・
・
・
と
い
う
方
の
た
め
に
、
高
齢
者
も

の
わ
す
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
８
月
22
日
（
金
） 
午
後
１
時
〜

開
催
場
所
／
市
役
所
３
階
会
議
室

相
談
料
／
無
料

内
容
／
医
師
に
よ
る
個
別
相
談

も
の
わ
す
れ
の
簡
易
検
査

定
員
／
５
名
程
度
※
要
電
話
予
約

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
ま
す
。

※
ご
本
人
、
ご
家
族
、
ど
ち
ら
か
ら
の
相
談

も
可
能
で
す
。

※
他
に
も
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
「
も
の

わ
す
れ
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
毎
月
第
１
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
／
福
祉
館
な
ご
み

問　

有
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
介
護
保
険
課
内
・
内
線
３
４
７
）

試　
　

験

和
歌
山
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定
試
験

試
験
日
／
11
月
23
日
（
日
・
祝
）

試
験
会
場
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館

※
11
月
３
日
（
月
・
祝
）
、
同
会
場
に
て
希

望
者
に
受
験
講
習
を
実
施

主
催
／
和
歌
山
県
下
水
道
協
会

受
付
期
間
／
９
月
１
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
）

申
込
書
配
布
・
受
付
・
問

産
業
振
興
課
（
内
線
２
７
２
）

和
歌
山
県
下
水
道
協
会

℡
０
７
３

－

４
３
５

－

１
０
９
３

講　

習　

会

地
山
の
掘
削
及
び
土
止
め
支
保
工
作
業
主
任
者

日
時
／
８
月
26
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
５
時

場
所
／
和
歌
山
県
建
設
会
館

受
付
／
７
月
28
日
（
月
）
〜

受
講
料
／
９
，
１
０
０
円

※
１
・
２
級
土
木
施
工
管
理
技
術
検
定
合
格

者
の
み

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

（
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
含
む
）

日
時
／
９
月
９
日
（
火
）
〜
10
日
（
水
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
／
和
歌
山
県
建
設
会
館

受
付
／
８
月
11
日
（
月
）
〜

受
講
料
／
１
２
，
９
０
０
円

現
場
管
理
者
統
括
管
理
講
習

（
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
含
む
）

日
時
／
10
月
１
日
（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
／
和
歌
山
県
建
設
会
館

受
付
／
９
月
１
日
（
月
）
〜

受
講
料
／
８
，
２
０
０
円

※
受
講
料
に
は
テ
キ
ス
ト
代
が
含
ま
れ
ま

す
。

※
申
込
者
少
数
の
場
合
、
講
習
会
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

和
歌
山
県
支
部

℡
０
７
３

－

４
３
６

－

１
３
２
７

情報ありだ

婚活イベントARIDA出会いの広場『ありだっ婚』を開催
～結婚を希望している独身の方に出会いの場を提供します～

 問　経営企画課（内線323）
日時／ 10 月５日（日）午前 10 時 30 分～午後２時 30 分
場所／地ノ島海水浴場
対象／ 20 才～ 35 才の男女各 25 名
参加費／ 2,000 円（当日支払い）
内容／観光スポット「地ノ島海水浴場」で婚活パーティ－。たっちょほ

ねく丼とバーベキューを満喫しながら、ゲーム等でカップリング。
申込締切／９月 15 日（月）必着
参加条件／有田市内在住在勤の方、
または結婚後、有田市に定住する
意志のある未婚者（学生は不可）
申込方法／郵送、FAX、Eメール又は
持参で下記申込先にお申込ください。
※応募者多数の場合は抽選します。
※詳しくはチラシ又は市ホームページでご確認ください。
申込先／〒 640-8577 和歌山市湊本町 3-3 和歌山放送内
「ありだっ婚」事務局
　TEL 073-427-4000 FAX 073-428-0960
　Eメール arida@wbs.co.jp
※第２回は、平成 27 年２月 21 日（土）に開催予定です。
※都合により、時間・内容等が変更になる場合があります。

集団健診
～健診からはじめる健康づくり！～

 問　健康課（内線343）

健診日 受付時間 申込締切日
９月21日（日） 午前８時～９時 9月８日（月）
９月30日（火） 9月17日（水）
10月７日（火）
（ナイト健診） 午後６時～７時 9月24日（水）

▶特定健診（受診券が必要）
対象者／ 40 ～ 74 歳の国保加入者
自己負担額／無料
内容／問診・診察・身体測定・血圧
　測定・尿検査・心電図・血液検査
▶がん検診
対象者／満 40 歳以上の有田市民
自己負担額／胃がん検診／ 700 円
乳がん検診／ 1,000 円
胸部検診／無料
肝炎ウイルス検診／無料
大腸がん検診／ 300 円

※場所はいずれも保健センターです。
※事前に申込が必要です。
※10月７日のナイト健診に胃がん検診は実施しません。

日曜日や夜間
の健診もあり
ます。
ぜひご利用く
ださい！

そうだん（無料） 図書館だより
市民法律相談(電話予約必要)
日時／８月19日（火）・９月16日（火）午後１時～４時30分
場所／市役所３階第１会議室（定員10名）
※弁護士は月替わりとなっています。
問　市民課（内線244）
３者合同相談（行政、人権、心配事・悩み事）
日時／８月14日（木）・９月11日（木）午後１時30分～４時
場所／文化福祉センター
問　行政相談／市民課（内線244）
　　行政相談員／石

いし

井
い

志
し

通
づ

男
お

氏、吉
よし

川
かわ

かよ子
こ

氏
　　人権相談／人権室（内線368）
　　人権相談員／人権擁護委員
　　心配事・悩み事相談／社会福祉協議会　℡88-2750
こころの健康相談（予約制）
日時／８月７日（木）、12日（火）、20日（水）
　　　９月４日（木）、９日（火）、17日（水）
　　　午後１時30分～５時
場所／湯浅保健所
問　湯浅保健所　℡64-1294
教育相談
日時／毎日（土・日・祝・年末年始を除く） 午前９時～
場所／市役所４階教育委員会
問　教育総務課（内線512）
青少年センター
日時／毎日（土・日・祝・年末年始を除く）
　　　午前８時30分～午後５時15分
場所／青少年センター（文化福祉センター内）
問　青少年センター　℡0120-783-782、82-3591
家庭児童相談
日時／月・水・金（祝・年末年始を除く）
　　　午前８時30分～午後５時15分
場所／家庭児童青少年相談室（文化福祉センター内）
問　家庭児童青少年相談室　℡82-3711
消費生活相談（専門の相談員による相談）
日時／８月５日（火）、９月２日（火） 午後１時～４時
場所／市役所３階ミーティングルーム
※電話での相談も受付します。また、上記日時以外でも市
職員が相談を受けます（土・日・祝・年末年始除く）。

　午前８時30分～午後５時15分
問　産業振興課　℡83-0225

夏休みこども映画会夏休みこども映画会
日時／８月30日（土） 午後１時～ 1時間程度
場所／文化福祉センター
内容／『おじゃる丸』（2007年制作）
※申込・入場料は不要です。

大型絵本の紹介大型絵本の紹介
大型絵本は、写真の通
り、普通の絵本よりも大き
なサイズの絵本です。いつ
もの絵本にはない迫力があ
ります。
大型絵本紹介
おべんとうバス
おまえうまそうだな
からすのパンやさん
ぐりとぐら他

死神うどんカフェ１号店１杯目
石
いし

川
かわ

宏
ひろ

千
ち

花
か

／作　講談社

中二の夏、溺れていた子ども
を助けようとして、命を落としか
けた希

き

子
こ

。
体は生き返ったけれど、それ

以来、心は死んだままになって
しまった。
だれとも関わりを持たず、将
来の夢も見ない希

き

子
こ

の前に、「死神うどんカフェ１号
店」があらわれた！
妙に人間くさい死神店長と訳あり店員たちと、自分

のせいで半分死人になってしまったクラスメイト…そ
んな彼らと触れ合ったらどうなるの？

【対象：小学校高学年から】

新着図書紹介

大型絵本と普通サイズの絵本を
比べてみました。
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ふるさと再 発見 ひと まち ほこり

通
学
合
宿
は
い
つ
か
ら
？

平
成
16
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
毎

年
７
月
に
行
わ
れ
て
い
る
通
学
合

宿
。
港
町
は
有
田
市
で
最
初
に
取

り
組
み
始
め
た
。
そ
の
き
っ
か
け

を
当
時
の
港
町
青
少
年
育
成
会
長

で
あ
る
神じ

ん

保ぼ

一か
ず

弥や

さ
ん
に
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。

「
こ
れ
は
い
い
こ
と
だ
。
私
た

ち
も
や
ろ
う
」
と
、
他
の
地
域
の
見

学
に
行
っ
た
と
き
に
そ
う
思
っ
た

そ
う
だ
。
子
ど
も
た
ち
の
自
立
心

を
育
み
、
の
び
の
び
し
た
子
に
成

長
し
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
。
今
で

は
、
通
学
合
宿

を
支
え
る
地
元

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
１
５
０
名
以
上
に
の
ぼ
る
。

（
大
西
泰
紀
）

二
つ
の
思
い

中
心
と
な
っ
て
動
い
て
い
る
現

港
町
青
少
年
育
成
会
長
の
鎌か

ま

田だ

利と
し

宏ひ
ろ

さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。一
つ
目

は
「
団
体
行
動
の
中
で
仲
良
く
協

力
し
あ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
。
通
学
合
宿
の
活
動
の
中
に

は
、
記
念
缶
バ
ッ
チ
を
作
っ
た
り
、

料
理
を
み
ん
な
で
作
っ
た
り
と
、

協
力
が
必
要
な
場
面
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
二
つ
目
は
「
け
が
を
さ
せ

な
い
こ
と
」
。
普
段
、
家
庭
で
は
し

な
い
こ
と
も
、
こ
こ
で
は
自
分
で

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
注
意
が
必
要
な
の
だ
そ
う

だ
。　
（
上
野
山
隼
）

子
ど
も
だ
ち
の
良
い
点
と

期
待
す
る
こ
と

神
保
さ
ん
と
鎌
田
さ
ん
に
通
学

合
宿
を
行
っ
て
み
て
参
加
す
る
子

ど
も
の
良
い
点
と
、
今
後
期
待
す

る
こ
と
を
聞
い
て
み
た
。

良
い
点
は
、
通
学
合
宿
を
経
験

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
み
ん
な

で
見
守
っ
て
い
る
と
子
ど
も
た
ち

に
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
り
、
親
の
あ

り
が
た
み
を
感
じ
た
り
と
色
々
あ

る
。
何
よ
り
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
大
切
な
思
い
出
に
な
る
。
期
待

す
る
こ
と
は
、
も
う
少
し
、
積
極
的

に
大
人
と
関
わ
っ
て
ほ
し
い
。
せ
っ

か
く
の
機
会
だ
か
ら
た
く
さ
ん

し
ゃ
べ
っ
て
ほ
し
い
。（

児
嶋
朔
也
）

通
学
合
宿
Ｑ
＆
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
伝
い
に
来

て
い
る
松ま

つ

本も
と

加か

代よ

子こ

さ
ん
と
岩い

わ

本も
と

泰ひ
ろ

旨し

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

―
食
事
に
何
か
工
夫
は
あ
り
ま
す

か
？

松
本
さ
ん
／
子
ど
も
た
ち
が
好
き

で
喜
ぶ
、
そ
し
て
作
り
や
す
い

物
に
し
て
い
ま
す
。

―
な
ぜ
寝
る
前
に
こ
わ
い
話
を
す

る
の
で
す
か
？

岩
本
さ
ん
／
毎
年
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。
興
味
を
持
て
る
よ
う

に
ネ
タ
を
探
し
て
い
ま
す
。

（
笠
松
壱
直
）

広告広告

「
平
家
物
語
」の
舞
台
に
も

白し

ら

河か

わ

院い

ん

が
熊
野
へ
行ぎ

ょ
う

幸こ

う

さ
れ
た
時
、
糸
我
峠
に

輿こ

し

を
す
え
、
休
息
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
、
平

た
い
ら
の

忠た

だ

盛も

り

が
白し

ら

河か

わ

院い

ん

か
ら
賜
っ
た
祇ぎ

園お
ん

の
女に

ょ
う

御ご

が
男
子
（
平

た
い
ら
の

清き

よ

盛も

り

）
を
生
ん
だ
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。
そ
の
子
が

夜
泣
き
す
る
こ
と
を
聞
い

た
白し

ら

河か

わ

院い

ん

は
、「
夜
泣
き

す
と
た
だ
も
り
た
て
よ
末

の
世
に
清
く
盛さ

か

ふ
る
事
も

こ
そ
あ
れ
」
と
詠
み
ま
し

た
。
「
清
盛
」
の
名
は
こ

の
歌
か
ら
つ
け
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

世
界
遺
産
へ
の
夢

糸
我
峠
ま
で
の
急
な
坂

道
は
、
通
称
「
七な

な

曲ま

が

り
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
紀
伊

路
の
中
で
も
昔
の
ま
ま
で

残
さ
れ
て
い
る
貴
重
な

古
道
で
す
。
鬱う

っ

蒼そ

う

と
茂
る

竹
林
の
中
を
歩
く
と
古

代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
糸
我
峠
が
国
指
定

史
跡
に
申
請
さ
れ
る
予

定
で
、
そ
れ
が
指
定
さ
れ

れ
ば
、
い
つ
か
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
の
も
、
夢

で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

『
有
田
市
の
熊
野
古
道
』

写
真
パ
ネ
ル
展
及
び
記
念
講
演
会

有
田
市
郷
土
資
料
館
で
は
、

「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」

世
界
遺
産
登
録
10
周
年
記
念
と
し

て
、
写
真
パ
ネ
ル
展
『
有
田
市
の
熊

野
古
道
』
と
記
念
講
演
を
開
催
し

ま
す
。
熊
野
古
道
に
関
す
る
文
化

財
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
写
真
パ
ネ
ル
展

期
間
／
８
月
20
日
（
水
）
〜

　
　
　

31
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　

午
後
５
時

場
所
／
郷
土
資
料
館

　
　
　
（
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

入
場
料
／
無
料

　

※
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

※
火
曜
日
は
休
館
日

▼
記
念
講
演
会

日
時
／
８
月
23
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

題
名
／
『
熊
野
参
詣
と
有
田
市

　
　
　
　

の
熊
野
古
道
』

講
師
／
和
歌
山
市
立
博
物
館
館
長

　
　
　

寺て
ら

西に
し

貞さ
だ

弘ひ
ろ

氏

入
場
料
／
無
料

問　

郷
土
資
料
館

　
　
　
　
　

℡
82

－３
２
２
１

このコーナーは、小・中学校の子どもたちが自分たちで編集・
発行する「特派員」となり有田市の良さを伝えてくれます。今回
のこども特派員は、港小学校５年生、大

おお

西
にし

泰
たい

紀
き

さん、笠
かさ

松
まつ

壱
かず

直
ま

さん、
坂
さか

井
い

楓
ふう

河
が

さん、児
こ

嶋
じま

朔
さく

也
や

さん、上
うえ

野
の

山
やま

隼
しゅん

さんです。
※紙面の文章及び掲載の写真はこども特派員によるものです。

７
月
３
日
（
木
）
〜
５
日
（
土
）、
港
町
公
民
館
で
第
11
回
目
に
な
る

通
学
合
宿
が
行
わ
れ
た
。
毎
年
港
町
で
行
わ
れ
て
い
る
通
学
合
宿
だ
が
、

あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
り
す
る
子
や
大
人
の
人
に
広
め
た
い
と
思
い
取

材
を
し
た
。
取
材
の
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
知
ら
れ
ざ
る
思

い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。（
坂
井
楓
河
）

本
市
か
ら
湯
浅
町
方
面
へ
向
か
う
坂
を
の
ぼ
り
き
る
と
湯
浅
の

町
並
み
を
見
お
ろ
す
壮
大
な
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
ま
す
。
そ
こ
が

か
つ
て
熊
野
詣
で
を
す
る
人
々
が
ひ
と
休
み
し
て
い
た
糸
我
峠
で

す
。
江
戸
時
代
に
は
峠
の
街
道
を
挟
ん
で
二
軒
の
茶
店
が
あ
り
、

名
産
の
み
か
ん
を
ふ
る
ま
っ
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

Vol.
6

熊
野
古
道 

│ 

糸
我
峠
編 

│

観
光
ス
ト
リ
ー
ト

こどもこども特派員特派員が行が行くく!!!!

第
11
回
港
町
通
学
合
宿

紀伊国名所図会に掲載されている糸我峠茶屋の様子
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よ
り
良
い
有
田
市
を
め
ざ
し
て

〜
チ
ー
ム
力
〜
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植物油インクを使用しています。
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空
の
青
さ
が
ま
す
ま
す
濃
く
な

り
、
山
々
か
ら
セ
ミ
の
声
が
響
き
渡

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
い
よ
い
よ

夏
本
番
と
な
り
ま
し
た
。
空
に
浮
か

ん
だ
入
道
雲
の
白
さ
も
ま
ぶ
し
く
、

自
然
の
雄
大
さ
を
改
め
て
感
じ
る
季

節
で
す
。

そ
ん
な
生
命
力
に
あ
ふ
れ
た
季

節
の
中
で
、
今
年
度
採
用
さ
れ
た
職

員
と
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。
お
昼
ご
は
ん
を
い
た
だ
き

な
が
ら
の
会
話
は
大
い
に
は
ず
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
こ
と
や
、
日
々

何
を
考
え
て
い
る
か
と
い
っ
た
こ

と
、
さ
ら
に
は
仕
事
に
取
り
組
む
熱

い
意
欲
や
高
い
目
標
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
将
来
の
有
田
市
を

担
っ
て
い
く
彼
ら
の
こ
れ
か
ら
の
大

い
な
る
成
長
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
７
月
・
８
月
は
政
策
協

議
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
政

策
協
議
を
行
う
な
か
で
、
中
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
で
も
有
田
市
の
未
来
を
考
え

て
い
ま
す
。
市
立
病
院
の
医
師
確
保

に
向
け
て
の
取
り
組
み
や
、
ご
み
処

理
施
設
の
候
補
地
問
題
、
子
育
て
し

た
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
な
ど
、
机
の
上
で
大
い
に

汗
を
か
き
な
が
ら
、
有
田
市
の
今
抱

え
て
い
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
簡
単
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
困
難
で

も
、
み
ん
な
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
取

り
組
め
ば
必
ず
道
は
開
け
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

乗
り
越
え
る
壁
が
高
い
時
こ

そ
、
チ
ー
ム
力
が
大
き
な
鍵
と
な
り

ま
す
。
先
日
閉
幕
し
た
４
年
に
１
度

の
サ
ッ
カ
ー
の
祭
典
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
は
、
ド
イ
ツ
が
優
勝
し
ま

し
た
が
、
技
術
力
は
も
ち
ろ
ん
、

チ
ー
ム
力
の
高
さ
も
う
か
が
え
ま
し

た
。
１
人
足
す
１
人
の
力
は
２
人
分

で
は
な
く
、
そ
れ
以
上
の
力
に
な
り

ま
す
。
人
が
も
つ
強
み
、
弱
み
を
理

解
し
、
そ
れ
を
補
う
よ
う
に
相
互
の

連
携
を
強
め
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

職
員
同
士
の
チ
ー
ム
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
有
田
市
全
体
が
チ
ー
ム

と
な
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働

で
、
よ
り
良
い
有
田
市
を
め
ざ
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
門
戸

は
常
に
全
開
で
す
。
皆
さ
ん
、
と
も

に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

有
田
市
長　

望
月 

良
男

イベント／午後５時～
・紀文よさこい～つなげ紀文音頭～
・紀文まつりonステージ
・大峯章嗣ライブin紀文まつり
・紀文お祭りコンサート
・黄昏ライブ“KI・BU・N”
・紀文マーケット
花火大会／午後８時20分～

◎会場周辺は混雑しますので車でのご来場はなるべくご遠慮ください。
◎会場周辺は場所取り禁止です。

第35回第第35回回

紀文まつり
８/９2014

土 開催
10 日（日）・11日（月）予備日

広報ありだ2014.8 ⑫


